
命
任
の
員
委
会
員
委
育
教
○

　
川　
原
　
　

誠

　
　
　

氏

る
す
命
任
て
し
と
員
委
会
員
委
育
教

。
た
し
意
同
に
案

　

年
７
和
令
↓
期
任

月
1

ら
か
日

和
令

月
９
年

で
ま
日

計
会
般
一
町
内
加
幌
度
年
６
和
令
〇

告
報
算
清
費
続
継

　

２
の
で
ま
度
年
６
ら
か
度
年
５
和
令

０
４
２
，
９
額
総
、
し
了
終
で
間
年

。
た
し
と
円
万

歳
計
会
各
町
内
加
幌
度
年
６
和
令
○

て
い
つ
に
定
認
算
決
出
歳
入

し
置
設
を
会
員
委
別
特
査
審
算
決
◎

。
た
し
と
査
審
続
継
の
中
会
閉
、
て

関
に
等
暇
休
、
間
時
務
勤
の
員
職
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一
の
例
条
る
す

間
時
児
育
て
い
お
に
則
規
院
事
人
◎

及
備
整
の
定
規
る
す
関
に
化
様
多
の

を
方
き
働
な
軟
柔
た
じ
応
に
齢
年
び

れ
さ
定
規
が
置
措
の
め
た
る
す
現
実

児
育
の
員
務
公
方
地
う
伴
に
と
こ
た

正
改
部
一
の
律
法
る
す
関
に
等
業
休

。
正
改
を
部
一
の
例
条、
て
え
ま
踏
を

条
る
す
関
に
等
業
休
児
育
の
員
職
○

例
条
る
す
正
改
を
部
一
の
例

関
に
等
業
休
児
育
の
員
務
公
方
地
◎

育
、
り
よ
に
正
改
部
一
の
律
法
る
す

こ
た
れ
さ
充
拡
が
度
制
業
休
分
部
児

を
定
規
連
関
の
例
条
本
、
い
伴
に
と

。
正
改

資
会
社
る
す
資
に
化
靭
強
土
国
○

案
書
見
意
る
す
関
に
等
備
整
本

的
本
抜
の
題
問
置
配
未
員
職
教
○

案
書
見
意
る
め
求
を
善
改

級
学
数
人
少
る
よ
に
任
責
の
国
○

書
見
意
る
め
求
を
進
前
る
な
ら
さ
の案

消
解
密
過
大
過
の
校
学
援
支
別
特
○

標
成
編
級
学
の
級
学
援
支
別
特
び
及

案
書
見
意
る
め
求
を
善
改
の
準

学
下
以
人
５
３
で
校
高
の
て
べ
す
○

」
案
画
計
置
配
校
高
「
と
現
実
の
級

案
書
見
意
る
め
求
を
し
直
見
の

。
た
し
定
決
、
果
結
の
議
協

し
申
の
査
調
務
事
管
所
の
中
会
閉
○

て
い
つ
に
出

生
厚
務
総
び
及
会
員
委
営
運
会
議
◎

員
委
任
常
教
文
建
産
、
会
員
委
任
常

、
果
結
の
議
協
を
出
し
申
の
ら
か
会

。
た
し
可
許

編集：議会広報特別委員会
No.223

案
議

意、
件
２
告
報、
件
１
認
承、
件
１
意
同、
件
４
情
陳、
件

り
お
と
の
案
原
れ
さ
出
提
が
件
１
議
発、
件
１
案
議
動、
件
５
書
見

。
た
し
定
決

年
７
和
令

　

月
９
（会
例
定
回
３
第

）
日

命

任報
　

告

定

認

算

決

正

改

例

条

書

見

意発
　

議

議会の様子をホームページで
見ることができます！

　議員の活動や広報など掲載しています。
　議会ページは町ホームページから見ることができます。

18広報ほろかない｜　2025.12月



」
況
状
育
生
の
物
作
農
要
主
「　

月
４
が
期
雪
融
、
は
米
ち
も

22
日よ

に
雨
降
の
先
春
、
で
み
並
年
平
と

の
も
た
れ
遅
日
１
は
業
作
起
耕
り

推
く
高
ね
概
が
温
気
の
後
種
は
、
の

並
年
平
は
植
移
、
ら
か
と
こ
た
し
移

月
５
の
み

穂
出
、
れ
さ
施
実
に
日

体
全
、
り
ま
早
日
７
り
よ
年
平
は
期

収
。
た
し
ま
し
育
生
に
調
順
て
し
と

で
み
込
見
の
み
並
年
平
ね
概
は
量

並
年
平
が
雪
融
は
ば
そ
、
方
一
。
す

旬
上
月
８
ら
か
旬
中
月
６
、
が
た
し

に
育
生
が
雨
豪
や
温
高
の
て
け
か
に

月
７
に
特
。
た
し
ま
し
響
影
く
き
大

豪
中
集
の
度
３
て
け
か
に
月
８
ら
か

１
は
で
区
地
内
鞠
朱
、
し
生
発
が
雨

超
を
リ
ミ
０
０
１
で
大
最
り
た
あ
回

月
８
。
た
し
ま
し
録
記
を
量
雨
る
え

ら
か
日

間
時
短
は
て
け
か
に
日

畑
ば
そ
、
り
あ
が
風
と
雨
い
し
激
に

８
６
，
１
る
た
あ
に
分
半
約
の
体
全

約
、
れ

現
。
た
し
ま
し
生
発
が
害
被
の
水
浸

海
北
を
み
の
積
面
害
被
、
は
で
点
時

お
て
し
告
報
に
関
機
係
関
ど
な
道

ら
が
な
見
を
況
状
復
回
の
後
今
、
り

定
予
る
す
出
算
を
額
害
被
な
的
終
最

万
０
０
９
，
２
約
で
大
最
、
合
場
た

ま
い
て
し
算
試
と
る
な
に
害
被
の
円

で
ば
そ
、
割
６
で
稲
水
は
在
現
。
す

、
り
お
で
ん
進
が
穫
収
の
ど
ほ
割
４

を
秋
来
出
の
上
以
み
並
年
平
か
と
何

。
す
ま
い
て
し
待
期

決
設
建
の
設
施
工
加
ば
そ
な
た
新
「

」
定

　

そ
内
加
幌
「
る
あ
で
品
産
特
の
町

め
高
に
ら
さ
を
力
ド
ン
ラ
ブ
の
」
ば

の
設
施
工
加
ば
そ
な
た
新
、
め
た
る

体
主
業
事
。
た
し
ま
し
定
決
が
備
整

会
式
株
る
あ
で
者
理
管
定
指
の
町
は

在
現
、
で
社
公
興
振
い
な
か
ろ
ほ
社

麺
製
の
袋
万
０
５
１
約
間
年
、
に
側

。
す
ま
し
設
建
を
場
工
新
な
能
可
が

約
は
費
設
建

、
で
円
億

麺
乾
割

備
設
新
最
る
き
で
応
対
も
に
造
製
の

想
構
の
こ
。
す
で
画
計
る
え
備
を

わ
に
年
６
約
み
挟
を
禍
ナ
ロ
コ
、
は

建
り
よ
に
騰
高
価
物
の
年
近
、
が
た

の
期
早
、
中
る
す
昇
上
が
ト
ス
コ
設

今
。
た
し
ま
し
断
判
と
要
必
が
断
決

の
債
方
地
、
金
助
補
の
道
や
国
は
後

る
す
保
確
を
源
財
り
よ
に
ど
な
用
活

の
長
育
教
び
及
告
報
政
行
の
長
町

に
要
概。
た
し
ま
り
あ
が
告
報
政
行

。
す
ま
し
せ
ら
知
お
て
い
つ

企
造
製
ば
そ
の
県
野
長
、
に
も
と
と

携
連
と
」
た
な
び
お
社
会
式
株
「
業

化
強
の
制
体
業
営
や
術
技
造
製
、
し

と
立
確
の
ド
ン
ラ
ブ
も
後
今
り
図
を

。
す
ま
し
ざ
め
を
興
振
の
業
産
域
地

」
へ
り
く
づ

　

し
と
組
取
な
た
新
の
野
分
境
環

と
モ
コ
ド
Ｔ
Ｔ
Ｎ
社
会
式
株
、
て

る
す
関
に
り
く
づ
森
な
能
可
続
持
「

。
た
し
ま
し
結
締
を
」
書
意
合
本
基

技
信
通
の
モ
コ
ド
、
に
的
目
を
進
推

、
ら
が
な
し
用
活
を
ウ
ハ
ウ
ノ
や
術

の
動
活
護
保
境
環
や
備
整
の
林
有
町

こ
く
い
て
し
現
実
を
営
経
林
森
な
能

に
的
体
具
。
す
で
の
も
た
め
定
を
と

環
「の
そ、
め
高
を
量
収
吸
の
素
炭
化

構
を
み
組
仕
る
き
で
入
購
が
業
企
て

象
対
を
民
町
、
や
証
検
入
導
の
械
機

取
て
し
携
連
も
に
育
教
境
環
た
し
と

有
町
、
は
後
今
。
す
で
定
予
む
組
り

業
事
、
し
施
実
を
査
調
量
収
吸
の
林

な
的
体
具
て
し
結
締
を
書
覚
に
と
ご

。
す
ま
き
い
て
め
進
を
動
活

国
全
ち
打
ば
そ
、
生
校
高
内
加
幌
「

」
場
出
に
会
大

　

催
開
で
区
港
都
京
東
に
日
６
月
８

第
「
た
れ
さ

ば
そ
生
校
高
国
全
回

の
校
同
、
は
に
」
会
大
権
手
選
ち
打

り
き
し
出
を
力
が
員
全
、
下
の
導
指

な
は
と
還
奪
の
旗
勝
優
、
が
た
し
ま

て
け
向
に
後
今
。
た
し
で
ん
せ
ま
り

ん
励
に
ち
打
ば
そ
に
た
新
を
ち
持
気

こ
と
る
す
待
期
と
ば
れ
け
だ
た
い
で

。
す
で
ろ

」
へ
道
全
で
会
大
表
発
ブ
ラ
ク
業
農
「　

月
６

ら
か
日

旭
て
け
か
に
日

た
れ
さ
催
開
で
校
学
等
高
業
農
川

盟
連
ブ
ラ
ク
業
農
校
学
道
海
北
北
「

の
生
年
３
、
は
で
」
会
大
表
発
見
意

優
で
」
類
Ⅰ
野
分
「
が
ん
さ
翔
口
野

」
類
Ⅱ
野
分
「
が
ん
さ
稀
遥
瀧
黒、
秀

し
ま
し
得
獲
を
権
場
出
の
へ
会
大
道

。
た

　

月
８

ら
か
日

村
都
寿
留
に
日

に
賞
入
は
で
会
大
道
全
た
れ
か
開
で

、
が
た
し
で
ん
せ
ま
き
届
は

2

連
年

賛
称
は
と
こ
た
め
進
へ
会
大
道
全
続

待
期
に
躍
活
る
な
更
の
後
今
、
き
で

先
長
校
、
に
も
と
と
る
げ
上
し
申
を

謝
感
く
深
に
方
生
先
諸
、
め
初
を
生

。
す
で
ろ
こ
と
す
表
を
意
敬
と
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Ａ

鳥
た
れ
さ
正
改
に
日
１
月
９

町
市
、
は
で
法
理
管
護
保
獣

ん
き
（
猟
銃
急
緊
「
て
し
断
判
が
村

　

官
察
警
に
際
の
砲
発
は
で
ま
れ
こ

の
人
は
後
正
改
、
で
要
必
が
承
了
の

た
し
没
出
が
獣
鳥
な
険
危
に
圏
活
生

。
る
い
て

　

が
没
出
の
マ
グ
ヒ
も
で
町
内
加
幌

中
町
は
ろ
こ
と
の
今
、
が
る
れ
ら
見

状
い
多
が
所
場
た
れ
離
ら
か
部
心

出
て
け
向
に
冬
、
後
今
し
か
し
。
況

。
る
あ
も
性
能
可
る
え
増
が
没

　

現
が
マ
グ
ヒ
に
部
心
中
内
町
し
も

に
猟
銃
急
緊
、
て
え
備
に
合
場
た
れ

。
か
の
る
い
で
ん
進
は
備
整

　

は
に
村
町
市
「
は
で
聞
新
、
た
ま

が
間
時
に
議
協
、
く
な
が
ウ
ハ
ウ
ノ

議
協
に
う
よ
の
ど
は
で
町
本
、
が
た

。
か
の
る
い
て
め
進
を

弁
答

 
 

 

　

長
町

全
が
害
被
身
人
る
よ
に
獣
鳥

れ
そ
、
り
お
て
し
加
増
で
国

。
た
れ
わ
行
が
正
改
法
て
け
受
を

　

民
住
も
で
地
街
市
、
り
よ
に
れ
こ

限
に
合
場
る
き
で
保
確
が
全
安
の

よ
る
え
行
を
猟
銃
急
緊
て
し
頼
依
に

　

畔
湖
内
鞠
朱
に
去
過
、
は
で
町
本

事
身
人
る
よ
に
マ
グ
ヒ
た
し
生
発
で

対
止
防
害
被
マ
グ
ヒ
「、
に
機
契
を
故

。
た
し
立
設
を
」
会
議
協
策

　

ら
が
な
け
受
を
言
助
の
家
門
専

応
対
の
時
没
出
マ
グ
ヒ
町
内
加
幌
「

に
度
険
危
の
没
出
、
め
定
を
」
針
方

、
し
分
区
に
」
体
個
題
問
型
応
対
急

。
る
い
て
し
化
確
明
を
容
内
応
対

　

は
合
場
の
上
以
３
階
段
が
度
険
危

を
」
部
本
策
対
マ
グ
ヒ
町
内
加
幌
「

い
て
し
に
と
こ
る
す
応
対
て
し
置
設

。
る

　

ヒ
員
職
「
は
に
け
向
員
職
、
た
ま

う
よ
る
れ
と
を
制
体
動
初
に
速
迅
は

。
る
い
て
し
備
整

　

急
緊
「
の
催
主
省
境
環
は
に
月
７

８
、
会
明
説
」
ン
イ
ラ
ド
イ
ガ
猟
銃

銃
急
緊
「
る
よ
に
社
会
険
保
は
に
月

が
会
明
説
の
」
険
保
用
費
償
補
時
猟

。
た
れ
さ
催
開

　

考
参
を
ら
れ
そ
、
も
て
し
と
町
本

。
階
段
る
い
て
め
進

　

は
に
施
実
の
猟
銃
急
緊
、
で
方
一

。
る
あ
が
題
課
の
く
多

　

や
地
街
市
「
は
て
し
と
件
条
施
実

が
れ
恐
の
そ
は
た
ま
、
入
侵
に
物
建

」
い
な
が
段
手
の
外
以
猟
銃
「」
る
あ

。
る

　

指
難
避
、
限
制
行
通
、
断
判
、
援

ど
な
理
処
、
報
広
、
録
記
像
映
、
示

く
な
少
、
れ
ら
め
求
が
割
役
の
く
多

も
と

さ
と
要
必
が
制
体
の
度
程
人

。
る
い
て
れ

　

関
や
民
住
域
地
、
上
向
能
技
・
識
知

銃
急
緊
「
て
し
そ
、
力
協
の
関
機
係

。
い
な
せ
か
欠
も
施
実
の
」
練
訓
猟

　

発
を
」
猟
銃
急
緊
「、
は
て
し
と
町

活
生
常
日
、
う
よ
む
済
で
い
な
し
動

際
水
の
ど
な
置
設
な
わ
箱
の
で
外
圏

。
く
い
て
し
化
強
を
策
対

　

を
マ
グ
ヒ
、
は
に
ん
さ
皆
の
民
町

ス
ポ
ン
コ
、
に
め
た
い
な
せ
寄
き
引

光
観
、
し
底
徹
を
理
管
の
み
ご
や
ト

呼
う
よ
る
え
控
を
て
捨
イ
ポ
は
に
客

。
る
い
て
け
か
び

　

解
理
い
し
正
の
へ
マ
グ
ヒ
、
た
ま

、
め
た
る
め
深
を

）
土
（
日
８
月

ム
in

。
る
す
催
開
を
」
内
加
幌

　

メ
カ
影
撮
動
自
や
な
わ
箱
も
後
今

努
に
化
強
の
制
体
員
職
、
設
増
の
ラ

応
対
の
へ
猟
銃
急
緊

て
い
つ
に
制
体

段
没
出
、
で
中
定
改

針
指
動
行
に
と
ご
階

。
る
い
て
し
備
整
を

ＱＡ

蔵前議員

一
般
質
問

Ｑ

●議会事務局からのお願い●
　議長宛の文書や案内状は、議長公務の日程を調整する必要がありますので、
直接議会事務局へ送付願います。

（送付先）　　〒 074-0492　北海道雨竜郡幌加内町字幌加内 4699 番地
幌加内町議会事務局宛
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Ａ

、
き
続
が
暑
猛
は
夏
の
年
今

で
内
加
幌
る
れ
わ
い
と
涼
冷

　

チ
モ
や
率
効
務
業
は
で
舎
庁
い
暑

庁
、
め
含
も
ど
な
会
員
委
育
教
。
る

て
し
討
検
を
置
設
ン
コ
ア
エ
の
へ
舎

。
か
う
ど
は

　

れ
す
置
設
を
ン
コ
ア
エ
、
た
ま

を
舎
庁
に
時
暑
酷
の
季
夏
、
ば

る
す
放
開
に
民
町
て
し
と
」）
設
施

。
能
可
も
と
こ

　

。
は
え
考
た
け
向
に
度
年
次弁

答

 
 

 

　

長
町

響
影
の
動
変
候
気
は
年
近

豪
や
昇
上
温
気
り
よ
に

増
が
象
気
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★ 議会を傍聴してみませんか ★

・第 １ 回 定 例 会　３月中旬
・予算審査特別委員会　３月中旬
・第 ２ 回 定 例 会　６月中旬～下旬
・第 ３ 回 定 例 会　９月中旬

の
会
議

期
時
催
開

議会事務局／役場別館３階　☎ 0165-35-2121（内線373）

　定例会は３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。傍聴の手続きは簡単、受
付簿に「住所」「氏名」を書いていただければ結構です。
　予算審査特別委員会、決算審査特別委員会は年 1回開催されます。
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産建文教常任委員会行政視察報告
調 査 事 項：農産加工センターの改修
視 察 先：長野県（株式会社おびなた）
調査年月日：令和７年７月17日
視 察 議 員：蔵前委員長　中南委員　中村委員　寺崎委員　藤井委員
　そばの加工販売で国内トップ企業であり、幌加内町とほろかない振興
公社と包括連携協定を締結している「株式会社おびなた」本社を訪問
し、業務内容をはじめ製品開発や製造過程の説明を受け、隣接する工場
施設の視察を行なった。

調 査 事 項：道路・河川の整備について
視 察 先：三笠市（幾春別川ダム建設事業所）
調査年月日：令和７年10月14日
視 察 議 員：蔵前委員長　中南委員　中村委員　寺崎委員　藤井委員
　幾春別川ダム事業所長より、幾春別川総合開発事業の概要説明を受け
新桂沢ダムの新旧堤体内部視察、三笠ぽんべつダム工事状況の視察、JV
宿舎の状況視察を行なった。
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７月
１日　戦没者追悼式
４日　広報委員会
８日　道町村議会議長会主催「議員研修会」

（札幌市）

日、長野県）

（士別市）

８月
１日　三町広域振興協議会留萌要望（留萌

市）、札幌要望（札幌市）、三町広域振
興協議会 札幌要望懇談会

４日　道々旭川幌加内線整備促進期成会札幌
要望（札幌市）

５日　全道林活議連連絡会定期総会（札幌市）
６日　全国高校そば打ち選手権大会（東京都）

会（剣淵町）北海道市町村職員退職組
合議会定例会（札幌市）

フォーラム2025

９月
３日　剣淵町役場訪問、広報委員会
６日　母子里水道利用組合50周年記念式典、

添牛内自治区「長寿に感謝する集い」
７日　士別市長選挙当選祝い（士別市）
８日　旭川市長選挙当選祝い（旭川市）

老会

（旭川市）

10月
２日　上川管内町村議会議長研修会（～３日、

南富良野町）

深町）

深町）

委員会行政視察

別町）

議会日誌 ７～10月


